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特別損失の計上及び平成 23 年２月期通期（個別・連結）の 

業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 23 年２月期（平成 22 年３月１日～平成 23 年２月 28 日）において、下記のとおり特

別損失を計上するとともに、平成 22 年 11 月 25 日に公表しました平成 23 年２月期通期（個別・連結）

業績予想と実績値との差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 特別損失の計上について 

（1）店舗固定資産の減損損失 

当社で展開する店舗「XEX CLUB HOUSE」、「restaurant omae XEX」他の店舗資産等に対して減損

処理を行なった結果、当社の第４四半期の個別決算において減損損失199百万円を特別損失に計上い

たしました。 

また、当社の孫会社であります和伊授桌餐飲管理(上海) 有限公司で展開する店舗「Y’s table 

Dining & The BAR」の店舗資産等に対して減損処理を行なった結果、減損損失84百万円を特別損失

に計上いたしました。その結果、第４四半期の連結決算上は、合計で283百万円の減損損失を計上い

たしました。 

今回、第４四半期であらたに減損損失を計上した結果、通期の個別決算上は減損損失367百万円、

通期の連結決算上では、減損損失669百万円となりました。 

（2）貸倒引当金繰入額 

  当社の子会社でありますY’S TABLE INTERNATIONAL CO.,LIMITED及び、当社の孫会社であります

和伊授桌餐飲管理(上海) 有限公司に対する貸付債権等に対して、当社の第４四半期の個別決算にお

いて貸倒引当金繰入額347百万円を計上いたしました。なお、個別決算で計上する関係会社債権に対

する貸倒引当金繰入額は、連結決算上消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

  今回、第４四半期であらたに貸倒引当金繰入額を計上した結果、通期の個別決算上は貸倒引当金

繰入額398百万円となりました。 

（3）店舗閉鎖損失引当金繰入額、関係会社事業損失引当金繰入額 

  当社で展開する店舗「こけこっこ立川」他、翌事業年度に閉店が予定されている店舗について、

店舗閉鎖に伴い発生する損失見込額8百万円を当社の第４四半期の個別決算において店舗閉鎖損失

引当金繰入額として計上いたしました。 



 

  また、当社の孫会社であります和伊授桌餐飲管理(上海) 有限公司が、上海で展開しております大

型複合レストラン「Y’s table Dining & The BAR」については、業績不振を理由として閉店するこ

とといたしました。同店舗閉鎖に伴い発生する損失のうち当社が負担することとなる損失見込額85

百万円を、当社の第４四半期の個別決算において関係会社事業損失引当金繰入額として計上いたし

ました。 

  なお、第４四半期の連結決算上は、大型複合レストラン「Y’s table Dining & The BAR」他、翌

連結会計年度に閉店を予定している店舗の閉鎖関連損失の合計額69百万円を、店舗閉鎖損失引当金

繰入額として計上しております。 

 

２．通期（個別・連結）業績予想と実績値との差異について 
 
（1）通期（個別）（平成 22 年 3 月 1日～平成 23 年 2月 28 日）         （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失） 

円 銭前 回 発 表 予 想            
（Ａ） 5,765 △169 △177 135 

5,171 27

円 銭
今 回 実 績 値 

（Ｂ） 
5,623 △414 △430 △775 △29,651 39

増  減  額           
（Ｂ－Ａ） 

△141 △245 △252 △910 ― 

増 減 率            
（％） 

△2.5 ― ― ― ― 

円 銭（ご参考）前期実績 
（平成 22年 2 月期通期） 

5,849 △387 △353 △919 
△35,171 80

 
（2）通期（連結）（平成 22年 3 月 1日～平成 23 年 2月 28 日）          （単位：百万円、％） 

 売上高 
営業利益 
（△損失）

経常利益 
（△損失）

当期 
純利益 

（△損失） 

1 株当たり 
当期純利益
（△損失）

円 銭前 回 発 表 予 想            
（Ａ） 14,038 41 24 △188 

△7,212 88

円 銭今 回 実 績 値 
（Ｂ） 

14,043 △92 △122 △786 
△30,085 79

増  減  額           
（Ｂ－Ａ） 

5 △134 △146 △597 ― 

増 減 率            
（％） 

0.0 ― ― ― ― 

円 銭（ご参考）前期実績 
（平成 22年 2 月期通期） 

15,009 △194 △219 △581 
△22,243 74

 

（3）通期（個別・連結）業績予想と実績値との差異について 

＜個別＞ 

売上高は5,623百万円（前回予想比2.5％減少）、営業損失は414百万円（前回予想営業損失169百

万円）、経常損失は430百万円（前回予想経常損失177百万円）、当期純損失は775百万円（前回予



 

想当期純利益135百万円）となりました。 

当事業年度の業績につきましては、高級複合レストラン「XEX」を中心に既存店の売上高が低調

に推移し当初予算を下回ったこと、平成22年10月にオープンしました「XEX NIHONBASHI」の立上げ

に伴う初期費用等の増加、ブライダル事業の立上げに伴う広告費等先行コストの発生及び収益化の

遅れから、営業損益及び経常損益は予想を下回る結果となりました。 

また、「1.特別損失の計上について」に記載しましたとおり、当社の第４四半期の個別決算上、

減損損失199百万円、貸倒引当金繰入額347百万円、店舗閉鎖損失引当金繰入額8百万円、関係会社

事業損失引当金繰入額85百万円を計上した結果、当期純損益は予想を下回る結果となりました。 

 

＜連結＞ 

売上高は14,043百万円（前回予想比0.0％増加）、営業損失は92百万円（前回営業利益41百万円）、

経常損失は122百万円（前回経常利益24百万円）、当期純損失は786百万円（前回予想当期純損失188

百万円）となりました。 

当連結会計年度の業績につきましては、カジュアルイタリアンレストラン「PIZZA SALVATORE 

CUOMO」を中心に展開する子会社㈱SALVATORE CUOMO JAPANにおいて売上・利益予算を大幅に上回る

結果となりました。しかしながら、当社個別の要因に加え、「1.特別損失の計上について」に記載

しましたとおり、当社の第４四半期の連結決算上、当社孫会社の和伊授桌餐飲管理(上海) 有限公

司において減損損失84百万円を計上したこと、店舗閉鎖損失引当金繰入額69百万円を計上したこと

等により、営業損益、経常損益、当期純損益は予想を下回る結果となりました。 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以 上 


